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◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

山
本　

剛
嗣
氏
（
再
任
）

▪
自
殺
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進

を
求
め
る
意
見
書

　

警
察
庁
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

昨
年
の
全
国
で
の
自
殺
者
数
は

２
万
７
千
766
人
で
15
年
ぶ
り
に

３
万
人
を
切
っ
た
。
そ
の
減
少

自
体
は
数
々
の
施
策
実
施
の
結

果
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
い
ま

だ
に
３
万
人
近
い
方
々
が
毎
年

自
殺
を
す
る
社
会
で
も
あ
る
と

い
う
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
は

な
ら
な
い
。
昨
年
８
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
自
殺
総
合
対
策
大

綱
で
は
「
一
人
ひ
と
り
が
か
け

が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現

を
目
指
す
」
と
の
理
念
が
掲
げ

２５・７・２８

て
、
再
検
証
す
べ
き
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。ま
た
、本
年
３
月

８
日
の
報
道
に
よ
る
と
、
副
反

応
を
起
こ
し
た
女
子
中
学
生
に

対
し
、
接
種
を
行
っ
た
杉
並
区

が
補
償
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
予
防
接
種
被
害
に
対

す
る
補
償
が
極
め
て
限
定
的
で

あ
り
、
被
害
者
み
ず
か
ら
の
挙

証
責
任
で
立
証
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。し

か
し
、医
者
で
も
新
発
の
ワ
ク

チ
ン
と
副
反
応
の
因
果
関
係
を

立
証
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

た
め
、
補
償
を
受
け
る
こ
と
は

大
変
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
接

種
を
行
っ
た
地
方
自
治
体
が
補

償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
も
、
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。よ
っ
て
、本
市

議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
次
の
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。
⑴
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象
者
及
び
国
民
に
対
し

て
は
、
検
討
部
会
の
「
積
極
的

勧
奨
差
し
控
え
」の
決
定
を
重

く
受
け
と
め
、
現
在
ま
で
に
起

こ
っ
て
い
る「
広
範
囲
で
長
引

く
痛
み
」な
ど
の
副
反
応
事
例

の
幅
広
い
情
報
を
提
供
し
、
あ

く
ま
で
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ

と
を
明
示
す
る
こ
と
。
⑵
検
討

部
会
で
の
協
議
に
沿
っ
て
、
報

告
さ
れ
て
い
な
い「
広
範
囲
で

長
引
く
痛
み
」な
ど
の
副
反
応

症
例
の
収
集
に
努
め
、
副
反
応

の
全
体
像
を
精
査
し
検
証
す
る

ま
で
、
国
と
し
て
積
極
的
勧
奨

の
一
時
見
合
わ
せ
を
継
続
す
る

こ
と
。
⑶
副
反
応
被
害
者
の
立

場
に
立
っ
た
速
や
か
な
補
償
、

並
び
に
相
談
事
業
の
体
制
を
国

と
し
て
構
築
す
る
こ
と
。
⑷
子

宮
頸
が
ん
は
、
検
診
に
よ
り
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
が

受
診
し
や
す
い
検
診
体
制
の
工

夫
と
充
実
を
図
る
こ
と
。

２
０
１
３
年
４
月
よ
り
定
期
接

種
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」と
呼

ば
れ
て
い
る
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス
」、「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
を
接
種

し
た
後
の
副
反
応
事
例
が
全
国

で
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
６

月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回

厚
生
労
働
省
厚
生
科
学
審
議
会

予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会

副
反
応
検
討
部
会
で
協
議
の
結

果
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係

を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
痛

み
等
の
副
反
応
が
あ
り
、
適
切

な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で
の

間
、
積
極
的
な
接
種
の
勧
奨
を

控
え
る
よ
う
勧
告
が
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
検
討
会

資
料
に
よ
る
と
、
副
反
応
報
告

は
１
千
968
件
、
そ
の
う
ち
医
師

が
認
め
た
重
篤
な
症
例
報
告
は

２
種
類
合
わ
せ
て
357
件
。
100
万

回
接
種
当
た
り
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス
43
・
３
件
、ガ
ー
ダ
シ
ル
33
・

２
件
と
な
り
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン（
2.3
件
）や
不
活
化

ポ
リ
オ（
5.3
件
）よ
り
桁
違
い
に

多
い
。
副
反
応
の
内
容
に
は
、

「
四
肢
の
運
動
能
力
低
下
」、

「
歩
行
不
能
」な
ど
未
回
復
の
例

も
あ
り
、ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候

群
や
自
己
免
疫
疾
患
等
、
報
告

漏
れ
の
多
い
遅
発
性
疾
患
を
考

慮
す
る
と
重
篤
な
例
は
さ
ら
に

ふ
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。一
方

で
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

も
、
「
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
た

め
、
子
宮
頸
が
ん
そ
の
も
の
を

予
防
す
る
効
果
は
ま
だ
証
明
さ

れ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

飛
沫
・
空
気
感
染
で
は
な
く
、接

触
感
染
の
ウ
イ
ル
ス
、し
か
も

99
％
が
感
染
し
な
い
型
に
対
し

て
、
悉
皆
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
す

る
こ
と
が
公
衆
衛
生
上
本
当
に

有
益
な
こ
と
な
の
か
、
高
比
率

で
の
重
篤
な
副
反
応
を
見
据
え

ち
、
大
学
の
授
業
料
が
無
償
の

国
は
17
カ
国
あ
り
、
残
り
の
16

カ
国
で
も
給
付
型
の
奨
学
金
が

制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に

お
い
て
は
、
国
立
大
学
の
初
年

度
納
付
金
の
標
準
額
が
81
万
７

千
800
円
と
高
額
の
上
、
国
に
よ

る
給
付
型
の
奨
学
金
が
な
く
、

貸
与
型
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
有
利
子
奨
学
金
が
約
４
分
の

３
を
占
め
て
お
り
、
教
員
・
公

務
員
に
な
っ
た
場
合
の
免
除
制

度
は
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

近
年
は
全
国
の
大
学
生
の
お
よ

そ
半
分
が
奨
学
金
を
借
り
て
い

る
現
状
が
あ
る
。
就
職
難
や
低

賃
金
の
不
安
定
・
非
正
規
雇
用

が
広
が
る
日
本
の
社
会
経
済
状

況
の
も
と
、
高
金
利
の
貸
与
型

奨
学
金
の
返
済
を
遅
延
す
れ
ば

「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
」化
さ
れ
、

卒
業
後
の
人
生
に
も
大
き
な
支

障
を
来
す
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
貸
与
型
奨
学
金
を
利
用
し

な
い
理
由
と
し
て
「
将
来
の
返

済
が
不
安
」
と
答
え
た
学
生
が

３
分
の
１
に
上
っ
て
い
る
と
い

う
統
計
も
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

従
来
の
貸
与
型
奨
学
金
に
限
ら

ず
奨
学
金
制
度
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
市

議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
現
行
の
貸
与
型
奨
学
金
制

度
の
金
利
引
き
下
げ
を
図
り
、

経
済
的
に
苦
し
い
立
場
に
あ

り
、
真
に
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
高

校
生
・
大
学
生
に
対
し
て
は
、一

定
の
条
件
の
も
と
、
給
付
型
奨

学
金
を
早
急
に
創
設
さ
れ
る
よ

う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

▪
副
反
応
事
例
が
多
発
し
て
い

る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
精
査
・
検
証
と
副
反
応

被
害
者
に
対
す
る
救
済
体
制
を

整
え
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）ワ
ク
チ
ン
、
い
わ
ゆ

る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、

ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
市

議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
今
後

と
も
こ
の
大
綱
を
も
と
に
自
殺

防
止
対
策
を
さ
ら
に
推
進
し
、

国
民
の
誰
も
が
居
場
所
と
出
番

の
あ
る
社
会
と
な
る
よ
う
、
次

の
点
に
特
に
留
意
し
施
策
の
遂

行
を
求
め
る
。
⑴
自
殺
防
止
対

策
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、

政
府
に
お
い
て
少
な
く
と
も
前

年
度
を
下
回
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
関
係
予
算
を
十
分
に
確
保

す
る
こ
と
。
対
策
を
緩
め
れ

ば
、
ま
だ
自
殺
が
ふ
え
て
し
ま

う
社
会
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
自
殺
防
止
対
策
の
推
進
に

政
府
も
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
。
⑵
「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
な
ど
全
国
で
行
わ
れ
て

い
る
自
殺
防
止
対
策
へ
の
取
り

組
み
に
政
府
と
し
て
も
十
分
な

支
援
を
継
続
す
る
こ
と
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
一

層
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
省

庁
、
地
方
公
共
団
体
、
各
関
連

団
体
等
の
連
携
確
保
に
努
め
る

こ
と
。
⑶
自
殺
防
止
対
策
の
進

展
の
背
景
に
は
、
各
自
治
体
で

先
進
的
な
モ
デ
ル
事
業
を
推
進

し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
各
自

治
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む

地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
り

組
み
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
よ

う
、
政
府
と
し
て
も
諸
施
策
の

推
進
を
加
速
化
す
る
こ
と
。

▪
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

を
求
め
る
意
見
書

　

日
本
国
憲
法
第
26
条
は
、
全

て
の
国
民
に
「
そ
の
能
力
に
応

じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け

る
権
利
」を
保
障
し
て
お
り
、教

育
基
本
法
第
４
条
は
、
「
経
済

的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が
困
難

な
者
に
対
し
て
、
奨
学
の
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
て
い
る
。
日
本
を
除

く
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
の
加
盟
国
33
カ
国
の
う

と
し
ま
す
。
契
約
の
相
手
方

は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
東
日
本
都
市
再
生
本
部
で

す
。
履
行
期
間
は
、
契
約
確
定

日
の
翌
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
団

員
に
網
上
げ
作
業
靴
を
支
給
す

る
と
と
も
に
、
各
分
団
に
背
負

い
式
救
出
・
救
助
資
器
材
セ
ッ

ト
を
１
セ
ッ
ト
ず
つ
支
給
す
る

も
の
で
す
。
教
育
費
で
は
、
１

点
目
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
及
び
学
校
運
営
協
議
会
関

係
費
の
増
46
万
２
千
円
で
す
。

同
額
の
指
定
寄
附
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿

い
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

だ
よ
り
の
拡
充
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
活

動
の
充
実
に
取
り
組
む
も
の
で

す
。
２
点
目
は
、理
数
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
校
事
業
費
40
万
円
の
計

上
で
す
。
小
中
学
校
に
お
け
る

理
数
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

効
果
的
な
教
材
や
指
導
方
法
の

研
究
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

契
　
約

◆
新
川
防
災
公
園
・
多
機
能
複

合
施
設
（
仮
称
）
整
備
事
業
に

係
る
多
機
能
複
合
施
設
（
仮

称
）
の
整
備
に
関
す
る
委
託
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

新
川
防
災
公
園
・
多
機
能
複

合
施
設
（
仮
称
）
整
備
事
業
に

係
る
多
機
能
複
合
施
設
の
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。
多
機
能
複

合
施
設
（
仮
称
）
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
敷
地
東
側
の
防
災

公
園
部
分
と
一
体
的
に
整
備
を

す
る
た
め
に
、
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
に
委
託
す
る
も

の
で
す
。
契
約
の
方
法
は
随
意

契
約
と
し
、
契
約
の
金
額
は
概

算
で
48
億
１
千
357
万
５
千
円
、

出
来
高
に
よ
り
精
算
す
る
こ
と

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
７
千
334
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
648
億
６
千
247

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
出
予
算

に
お
い
て
、
民
生
費
で
は
、
私

立
保
育
園
整
備
事
業
費
の
増
４

千
375
万
円
で
す
。
新
た
に
上
連

雀
二
丁
目
と
下
連
雀
四
丁
目
に

開
設
を
予
定
し
て
い
る
私
立
認

可
保
育
所
２
園
に
対
し
、
施
設

整
備
費
の
助
成
を
行
う
も
の
で

す
。衛
生
費
で
は
、１
点
目
は
、

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
費
の
増
１
千
958
万
７
千
円

で
す
。
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
３

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
法
定
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
費
用
の
全

額
を
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
た
め
の
所
要
経
費
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。
２
点
目

は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
対

策
予
防
接
種
事
業
費
675
万
１
千

円
の
計
上
で
す
。
胎
児
の
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
防
止

に
向
け
、
妊
娠
中
の
女
性
が
風

し
ん
に
感
染
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
の
措
置
で
、
妊
娠
を
予
定

又
は
希
望
し
て
い
る
女
性
及
び

妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫
が
予

防
接
種
を
受
け
る
際
の
自
己
負

担
を
軽
減
し
、
接
種
の
促
進
を

図
る
も
の
で
す
。
消
防
費
で

は
、
消
防
団
支
援
事
業
費
239
万

９
千
円
の
計
上
で
す
。
消
防
団

◆
三
鷹
市
立
図
書
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

５
つ
め
の
三
鷹
市
立
図
書
館

分
館
と
し
て
、
三
鷹
市
立
南
部

図
書
館
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。
南
部
図
書
館
は
、
公
益
財

団
法
人
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文

化
財
団
が
建
設
す
る
新
施
設
を

借
り
上
げ
て
市
が
整
備
す
る
も

の
で
、
同
財
団
と
連
携
・
協
力

し
、
特
色
あ
る
図
書
館
事
業
を

展
開
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

有
料
自
転
車
等
駐
車
場
の
名

称
変
更
と
し
て
、
「
し
ろ
が
ね

第
１
駐
輪
場
」
を
「
し
ろ
が
ね

通
り
第
１
駐
輪
場
」に
、「
し
ろ

が
ね
第
２
駐
輪
場
」
を
「
し
ろ

が
ね
通
り
第
２
駐
輪
場
」
に
、

そ
れ
ぞ
れ
改
め
る
も
の
で
す
。

可
決
し
た
議
案

第
２
回
定
例
会

市
長
提
出
議
案

補
正
予
算

人
　
事

議
員
提
出
議
案

意
見
書
（
要
旨
）

条
　
例

内装工事が進む三鷹市立南部図書館

多機能複合施設（仮称）整備予定地


